
長 野 市 分 別 収 集 計 画

１ 計画策定の意義 

本市は、総合計画の基本方針のひとつとして「豊かな自然環境と調和した潤いあるまち」づく

りを掲げ、その達成に向けて「豊かな自然環境の保全と創造」、「資源が循環する環境共生都市

の実現」、「良好な生活環境の形成」の三つの環境政策を展開している。 

安全で快適な生活環境を確保するとともに、豊かな自然と共生する環境をつくりあげるために

は、これまでの大量生産、大量消費、大量廃棄型社会を見直し、リデュース（発生抑制）、リユ

ース（再使用）、リサイクル（再生利用）の３Ｒを基本にしたライフスタイルへの転換を促すと

ともに、廃棄物の減量と資源化の推進を図り、持続可能な循環型社会の構築を目指していく必要

がある。 

とりわけ本市においては、ごみ焼却施設の老朽化が著しく、また最終処分については、平成  

２５年度から長野広域連合による最終処分場が稼動する予定の平成３０年度までの間は、市清掃

センター焼却施設からの焼却灰等は全量を外部搬出し、民間委託により処分する計画であること

から、より一層の廃棄物の減量と分別の徹底による資源化の推進が急務となっている。そのため、

平成２１年１０月から導入した家庭ごみ処理有料化制度による減量効果を持続させ、高まりつつ

ある市民のごみや環境への関心及びごみ減量･分別徹底への意欲が継続できる積極的な啓発活動な

どの事業を展開していかなければならない。 

本計画は、このような状況のなか、容器包装に係る分別収集及び再商品化の促進等に関する法

律（以下「法」という。）第８条に基づき、容器包装廃棄物を分別収集して資源化を促進し、ご

みの減量化により焼却施設への負荷軽減や最終処分量の削減を図るため、市民、事業者及び市そ

れぞれの役割を明確にし、関係者が一体となって取り組むべき計画を定めたものである。 

２ 基本的方向 

本計画を実施するに当たっての基本的方向を以下に示す。 

・ ３Ｒによるごみ減量の仕組みづくりの推進 

・ 家庭ごみの減量・資源化の推進と有料化制度の検証・見直し 

・ 事業ごみの減量・資源化の推進 

・ 収集・処理体制の充実 

・ 適正処理の推進 

３ 計画期間 

  本計画の計画期間は、平成２６年４月を始期とする５年間とし、３年ごとに改定する。 

４ 対象品目 

本計画は、容器包装廃棄物のうち、金属（スチール製容器、アルミ製容器）、ガラス（無色のガ



ラス製容器、茶色のガラス製容器、その他のガラス製容器）、紙類（飲料用紙製容器、段ボール、

紙製容器包装であって前述以外のもの）、プラスチック（ペットボトル（飲料又はしょうゆその他

主務大臣が定める商品を充てんするためのもの）、プラスチック製容器包装であって前述以外のも

の）を対象とする。 

５ 各年度における容器包装廃棄物の排出量の見込み（法第８条第２項第１号） 

（単位：ｔ） 

26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 

容器包装廃棄物   20,449.7   20,320.0   20,082.7   19,592.5   19,453.4 

［内 訳］                                 （単位：ｔ） 

項         目 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度

金 

属 

スチール製容器 634.7 626.9 617.8 600.0 597.7 

アルミ製容器 448.3 442.7 436.3 423.9 422.1 

ガ 

ラ 

ス 

無色のガラス製容器 1,447.3 1,434.2 1,415.4 1,368.0 1,361.9 

茶色のガラス製容器 1,147.9 1,137.4 1,122.5 1,084.9 1,080.1 

その他のガラス製容器 581.6 576.4 568.8 549.7 547.3 

紙 

類 

飲料用紙製容器 

（原材料としてアルミニウムが 

利用されているものを除く。） 

69.5 69.1 68.2 69.0 67.9 

段ボール 3,615.6 3,591.9 3,547.3 3,586.1 3,533.1 

紙製容器包装であって上記以外の

もの 
4,952.6 4,942.1 4,905.5 4,882.4 4,856.3 

プ 

ラ 

ス 

チ 

ッ 

ク 

ペットボトル 

（飲料又はしょうゆその他主務大

臣が定める商品を充てんするため

のもの） 

665.5 659.4 647.8 618.5 615.0 

プラスチック製の容器包装であっ

て上記以外のもの 
6,886.7 6,839.9 6,753.1 6,410.0 6,372.0 



６ 容器包装廃棄物の排出の抑制を促進するための方策に関する事項（法第８条第２項第２号） 

 (1) 家庭ごみの減量・資源化 

  ① 啓発活動の推進 

地区役員等を対象とした研修会及び住民説明会並びに広報誌等の発行を行うとともに、メ

ディアを活用し、分かりやすい啓発活動を推進する。 

  ② 環境学習の推進 

地域や小中学校等との連携を強化し、環境学習の推進に努める。また、清掃センターの見

学機会を拡大するとともに、教職員への研修・講座等を開催する。 

  ③ 分別の徹底 

ごみ分別強調月間など地域と連携し、巡回指導等によりごみの分別指導の徹底に努める。 

④ 家庭での紙類の減量・再資源化 

啓発活動等を積極的に行い、「その他古紙」の排出を拡大する。 

⑤ 集団資源回収の推進 

環境学習等を通じて集団資源回収実施団体を支援し、集団資源回収の推進を図る。 

⑥ 家庭ごみ処理の有料化 

家庭ごみ処理手数料有料化後のごみ量推移等の分析を行い、制度の検証・見直しを行う。 

⑦ 消費者としての取り組み 

商品の再使用・長期使用の推進及びマイバッグ持参の啓発を行う。 

⑧ 販売事業者等の協力による減量・資源化の推進 

容器包装等の店頭回収の拡大及び簡易包装の推進を行う。 

 (2) 事業ごみの減量・資源化 

  ① 分別の徹底と再資源化の推進 

     事業所用ごみ減量マニュアルを活用し、計画的なごみの減量・資源化への取組を促進する

とともに、多量排出事業所については減量計画書の提出を求め、立入指導を実施して自己処

理責任による処理の徹底を呼びかける。また、清掃センターや廃棄物対策課と連携し、清掃

センターへの搬入時の展開検査等を実施するなど分別指導の強化を図る。 

  ② 事業所での紙類の減量・資源化 

     紙類の可燃ごみへの混入を防止するため、事業所への立入指導を実施して機密文書の再資

源化を促進する。 

  ③ ながのエコ・サークル認定制度の推進 

ながのエコ・サークル認定制度の普及促進に努めるとともに、認定事業所の認定後確認調

査を行い、適正な取組の確保を図る。 

④ ごみ処理搬入手数料の検討 

変動する社会経済情勢や市況等の動向を注視し、ごみ処理搬入手数料の見直しを検討する。 

⑤ 処理業者による資源化の推進・適正処理 

収集運搬事業者を対象に研修会を開催し、分別収集及び運搬の適正化を図る。 

⑥ 市有施設等における資源化の推進 

庁内会議等の開催により市有施設における分別の徹底及び再資源化を推進するとともに、 

市有施設における再生品の利用促進を図る。 



(3) 適正処理の推進 

  ① 収集運搬について 

     現行の収集運搬実施状況の検証を行い、より安定的で効率的な方法等を検討する。 

  ② 資源物収集の検討 

     サンデーリサイクル回収拠点の適正配置について検討する。 

     平成２５年４月１日現在のサンデーリサイクル回収拠点と回収品目は以下のとおり。 

 会    場 会 場 別 回 収 品 目 

第
１
日
曜
日

マツヤ若槻店 
紙、ビン、缶、ペットボトル、蛍光灯、 

乾電池、廃食用油 

西友西尾張部店 
紙、ビン、缶、ペットボトル、蛍光灯、 

乾電池 

西友南長野店（稲里） 
紙、ビン、缶、ペットボトル、蛍光灯、 

乾電池 

マツヤ稲葉店 
紙、ビン、缶、ペットボトル、蛍光灯、 

乾電池、廃食用油 

戸隠支所駐車場（４月～１１月） 
紙、ビン、缶、ペットボトル、蛍光灯、 

乾電池、廃食用油、剪定枝葉等 

第
２
日
曜
日

マツヤ上松店 
紙、ビン、缶、ペットボトル、蛍光灯、 

乾電池、廃食用油 

Ａ・コープ篠ノ井店 
紙、ビン、缶、ペットボトル、蛍光灯、 

乾電池、廃食用油 

西友古里店 
紙、ビン、缶、ペットボトル、蛍光灯、 

乾電池、廃食用油 

鬼無里支所駐車場（４月～１１月）
紙、ビン、缶、ペットボトル、蛍光灯、 

乾電池、廃食用油、剪定枝葉等 

第

３

日

曜

日 

西友川中島店 
紙、ビン、缶、ペットボトル、蛍光灯、 

乾電池、廃食用油 

マツヤ松代店 
紙、ビン、缶、ペットボトル、蛍光灯、 

乾電池、廃食用油 

ザ・ビッグ長野東店（石渡） 
紙、ビン、缶、ペットボトル、蛍光灯、 

乾電池、廃食用油 

アップルランド大豆島店 
紙、ビン、缶、ペットボトル、蛍光灯、 

乾電池、廃食用油 



マツヤ赤沼店 
紙、ビン、缶、ペットボトル、蛍光灯、 

乾電池、廃食用油 

信州新町支所駐車場（４月～１１月）
紙、ビン、缶、ペットボトル、蛍光灯、 

乾電池、廃食用油、剪定枝葉等 

中条支所駐車場（４月～１１月） 
紙、ビン、缶、ペットボトル、蛍光灯、 

乾電池、廃食用油、剪定枝葉等 

第
４
日
曜
日

西友伊勢宮店 
紙、ビン、缶、ペットボトル、蛍光灯、 

乾電池 

アップルランド五明店 
紙、ビン、缶、ペットボトル、蛍光灯、 

乾電池、廃食用油 

西友長野北店（檀田） 
紙、ビン、缶、ペットボトル、蛍光灯、 

乾電池 

ベイシア長野東店（小島） 
紙、ビン、缶、ペットボトル、蛍光灯、 

乾電池、廃食用油 

長野市役所第二駐車場 
紙、ビン、缶、ペットボトル、蛍光灯、 

乾電池、廃食用油 

大岡支所駐車場（４月～１１月） 
紙、ビン、缶、ペットボトル、蛍光灯、 

乾電池、廃食用油、剪定枝葉等 

       ※各会場とも実施時間は午前１０時から午後１時まで

(4) 市民参画による施策の検討・実施 

  ① 市民参画による施策の検討・実施 

     市民モニター制度の実施やながの環境パートナーシップ会議との連携を強化し、市民参加

による施策の検討・実施を行う。 

７ 分別収集をするものとした容器包装廃棄物の種類及び当該容器包装廃棄物の収集に係る分別の区

 分（法第８条第２項第３号） 

本市における最終処分の状況、資源化施設での資源化及び再商品化計画を総合的に勘案し、分別

収集をする容器包装廃棄物の種類を下記左欄のように定める。 

また、市民意識の度合いや市の施設、収集体制、収集機材等を勘案し、分別の区分を下記右欄の

ように定める。 

分別収集をする容器包装廃棄物の種類 収集に係る分別の区分 

金 

属 

スチール製容器 
缶（スチール製、アルミ製混合）

アルミ製容器 



ガ 

ラ 

ス 

無色のガラス製容器 びん（無色） 

茶色のガラス製容器 びん（茶色） 

その他のガラス製容器 びん（その他） 

紙 

  類 

飲料用紙製容器 

（原材料としてアルミニウムが利用されているもの 

を除く。） 

紙（紙パック） 

段ボール 紙（段ボール） 

紙製容器包装であって上記以外のもの 紙（雑誌・その他の古紙）

プ 

ラ 

ス 

チ 

ッ 

ク 

ペットボトル（飲料又はしょうゆその他主務大臣が 

定める商品を充てんするためのもの） 
ペットボトル

プラスチック製の容器包装であって上記以外のもの プラスチック製容器包装  



８ 各年度において得られる分別基準適合物（※1）の特定分別基準適合物（※2）ごとの量及び法第

２条第６項に規定する主務省令で定める物（※3）の量の見込み（法第８条第２項第４号） 

                                        （単位：ｔ） 

分 別 収 集 す る 

容器包装廃棄物の種類
26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 

金 

属 

スチール製容器 
（独自処理量） 

452.7 

（独自処理量） 

450.4 

（独自処理量） 

448.0 

（独自処理量） 

445.4 

（独自処理量） 

442.7 

アルミ製容器 
（独自処理量） 

335.1 

（独自処理量） 

333.4 

（独自処理量） 

331.6 

（独自処理量） 

329.7 

（独自処理量） 

327.7 

ガ 

ラ 

ス 

無色のガラス製容器

(合 計) 

1,226.9 

(合 計) 

1,220.8 

(合 計) 

1,214.3 

(合 計) 

1,207.4 

(合 計) 

1,200.2 

(引渡量)

21.6 

(独自処理量)

1,205.3

(引渡量)

21.5 

(独自処理量)

1,199.3

(引渡量)

21.4 

(独自処理量)

1,192.9

(引渡量)

21.3 

(独自処理量)

1,186.1

(引渡量)

21.2 

(独自処理量)

1,179.0

茶色のガラス製容器

(合 計) 

930.9 

(合 計) 

926.3 

(合 計) 

921.3 

(合 計) 

916.0 

(合 計) 

910.5 

(引渡量)

13.7 

(独自処理量)

917.2 

(引渡量)

13.6 

(独自処理量)

912.7 

(引渡量)

13.5 

(独自処理量)

907.8 

(引渡量)

13.4 

(独自処理量)

902.6 

(引渡量)

13.3 

(独自処理量)

897.2 

その他のガラス製容器

(合 計) 

543.8 

(合 計) 

541.1 

(合 計) 

538.3 

(合 計) 

535.3 

(合 計) 

532.1 

(引渡量)

543.8 

(独自処理量)

0 

(引渡量)

541.1 

(独自処理量)

0 

(引渡量)

538.3 

(独自処理量)

0 

(引渡量)

535.3 

(独自処理量)

0 

(引渡量)

532.1 

(独自処理量)

0 

紙 

類 

飲料用紙製容器 

（原材料としてアル

ミニウムが利用され

ているものを除く）

（独自処理量）

22.5 

（独自処理量） 

22.4 

（独自処理量） 

22.3 

（独自処理量） 

22.2 

（独自処理量） 

22.1 

段ボール 
（独自処理量） 

1,128.8 

（独自処理量） 

1,123.2 

（独自処理量） 

1,117.2 

（独自処理量） 

1110.9 

（独自処理量） 

1,104.3 

紙製容器包装であっ

て上記以外のもの 

(合 計) 

1,941.0 

(合 計) 

1,931.4 

(合 計) 

1,921.1 

(合 計) 

1,910.2 

(合 計) 

1,898.8 

(引渡量)

0 

(独自処理量)

1,941.0

(引渡量)

0 

(独自処理量)

1,931.4

(引渡量)

0 

(独自処理量)

1,921.1

(引渡量)

0 

(独自処理量)

1,910.2

(引渡量)

0 

(独自処理量)

1,898.8

プ 

ラ 

ス 

チ 

ッ 

ク 

ペットボトル（飲料

又はしょうゆその他

主務大臣が定める商

品を充てんするため

のもの） 

(合 計) 

548.8 

(合 計) 

546.1 

(合 計) 

543.2 

(合 計) 

540.2 

(合 計) 

537.0 

(引渡量)

548.8 

(独自処理量)

0 

(引渡量)

546.1 

(独自処理量)

0 

(引渡量)

543.2 

(独自処理量)

0 

(引渡量)

540.2 

(独自処理量)

0 

(引渡量)

537.0 

(独自処理量)

0 

プラスチック製の容

包装であって上記以

外のもの 

(合 計) 

3,545.2 

(合 計) 

3,527.6 

(合 計) 

3,508.8 

(合 計) 

3,488.9 

(合 計) 

3,468.0 

(引渡量)

3,545.2

(独自処理量)

0 

(引渡量)

3,527.6

(独自処理量)

0 

(引渡量)

3,508.8

(独自処理量)

0 

(引渡量)

3,488.9

(独自処理量)

0 

(引渡量)

3,468.0

(独自処理量)

0 

計 

(合 計) 

10,675.7 

(合 計) 

10,622.7 

(合 計) 

10,566.1 

(合 計) 

10,506.2 

(合 計) 

10,443.4 

(引渡量)

4,673.1

(独自処理量)

6,002.6

(引渡量)

4,649.9

(独自処理量)

5,972.8

(引渡量)

4,625.2

(独自処理量)

5,940.9

(引渡量)

4,599.1

(独自処理量)

5,907.1

(引渡量)

4.571.6

(独自処理量)

5,871.8



９ 各年度において得られる分別基準適合物の特定分別基準適合物ごとの量及び容器包装リサイクル

法第２条第６項に規定する主務省令で定める物の量の見込みの算定方法 

特定分別基準適合物ごとの量及び法第２条第６項に規定する主務省令で定める物の量の見込み 

 ＝ 直近年度の分別基準適合物等の収集実績×人口変動率 

また、人口変動率は次のとおり設定した。（長野市一般廃棄物処理基本計画及び長野広域連合の

人口予測から） 

26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 

377,408人

（対前年度比）

99.54％

375,538人

（対前年度比）

99.50％

373,539人

（対前年度比）

99.47％

371,418人

（対前年度比）

99.43％

369,197人

（対前年度比）

99.40％



10 分別収集を実施する者に関する基本的な事項（法第８条第２項第５号） 

  分別収集の実施主体は、以下に示すとおりである。 

容器包装廃棄物の種類 
収集に係る 

分別の区分 
収集・運搬の段階 選別・保管等段階 

金 

属 

スチール製容器 

 缶類 
【長野市全域】 

市による定期収集 

【豊野地域以外の長野市】 

選別・圧縮・保管：市 

【豊野地域】 

選別・圧縮・保管：北信保健衛

生施設組合アルミ製容器 

ガ 

ラ 

ス 

無色の 

ガラス製容器 
 びん（無色）

【豊野地域以外の長野市】

市による定期収集 

【豊野地域】 

北信保健衛生施設組

合による定期収集 

【豊野地域以外の長野市】 

選別・保管：市 

【豊野地域】 

選別・保管：北信保健衛生施設

組合 

茶色の 

ガラス製容器 
 びん（茶色）

その他の 

ガラス製容器 
 びん（その他）

紙 

類 

飲料用紙製容器 
（原材料としてアルミ 
ニウムが利用されて 
いるものを除く）

 紙（紙パック）

【長野市全域】 

市による定期収集 

【長野市全域】 

選別・圧縮・保管：市 
段ボール  紙（段ボール）

紙製容器包装であっ

て上記以外のもの 

 紙（雑誌・

その他の古紙）

プ 

ラ 

ス 

チ 

ッ 

ク 

ペットボトル 
（飲料又はしょうゆそ

の他主務大臣が定め

る商品を充てんする

ためのもの）

 ペットボトル

【豊野地域以外の長野市】

市による定期収集 

【豊野地域】 

北信保健衛生施設組合

による定期収集 

【豊野地域以外の長野市】 

選別・圧縮・保管：市 

【豊野地域】 

選別・圧縮・保管：北信保健衛

生施設組合

プラスチック製の

容器包装であって

上記以外のもの

 プラスチック

製容器包装 

【長野市全域】 

市による定期収集 

【長野市全域】 

選別・圧縮・保管：市 



11 分別収集の用に供する施設の整備に関する事項（法第８条第２項第６号） 

 分別収集された容器包装廃棄物はパッカー車、ダンプ車等を用いて次表の施設へ運搬され、中間処

理される。 

 長野市清掃センターリサイクルプラザにおいては缶及びびんの選別、圧縮及び保管を、長野市プラ

スチック製容器包装圧縮梱包施設においてはペットボトル及びプラスチック製容器包装の選別、圧縮及

び保管を、北信保健衛生施設組合不燃物処理センターにおいては豊野地域の缶の選別、圧縮及び保管

を行う。 

紙類、豊野地域のびん及びペットボトルについては、民間施設において選別、圧縮及び保管を行う。 

分別収集する 

容器包装廃棄物の種類 

収集に係る 

分別の区分 
収集容器 収集車 中間処理 

金 

属 

スチール製容器

 缶類

集積所に専用

ネット袋を配

置 

パッカー車 

（2ｔ車 

～10ｔ車）

≪選別・圧縮・保管施設≫

【豊野地域以外の長野市】 

長野市リサイクルプラザ 

【豊野地域】 

北信保健衛生施設組合不

燃物処理センター
アルミ製容器

ガ 

ラ 

ス 

無色の 

ガラス製容器
 びん（無色）

集積所に専用

プラスチック

コンテナを配

置 

平ボディ車 

（2ｔ車 

～4ｔ車）

≪選別・保管施設≫ 

【豊野地域以外の長野市】 

長野市リサイクルプラザ 

【豊野地域】 

民間施設 

茶色の 

ガラス製容器 
 びん（茶色）

その他の 

ガラス製容器 
 びん（その他）

紙 

類 

飲料用紙製容器 

（原材料としてアル

ミニウムが利用され

ているものを除く）

 紙（紙パック）
それぞれ結束

して集積所へ

排出 

平ボディ車 

（2ｔ車 

～4ｔ車）

≪選別・圧縮・保管施設≫

【長野市全域】 

民間施設
段ボール  紙（段ボール）

紙製容器包装であって

上記以外のもの 

 紙（雑誌・その

他の古紙） 

プ 

ラ 

ス 

チ 

ッ 

ク 

ペットボトル 

（飲料又はしょうゆ

その他主務大臣が

定める商品を充て

ん す る た め の も

の）

 ペットボトル

集積所に専用

ネット袋を配

置 

パッカー車 

（2ｔ車 

～10ｔ車）

≪選別・圧縮・保管施設≫

【豊野地域以外の長野市】 

長野市プラスチック製容器

包装圧縮梱包施設 

【豊野地域】 

民間施設 

プラスチック製の

容器包装であって

上記以外のもの 

 プラスチック

製容器包装

指定袋に入れ

て集積所へ排

出 

パッカー車 

（2ｔ車 

～10ｔ車）

≪選別・圧縮・保管施設≫

【長野市全域】 

長野市プラスチック製容器

包装圧縮梱包施設 



12 その他容器包装廃棄物の分別収集の実施に関し重要な事項（法第８条第２項第７号） 

・長野市一般廃棄物処理基本計画（ごみ処理基本計画）に沿って本市の分別収集計画を実効あるも

のとし、一層のごみの減量及び資源化を推進していく。 


